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岡谷市議会 総務委員会 行政視察報告書 

 

 

 

【総体事項】 

 

１．視察日程：平成２５年１０月７日（月）～１０日（木） 

 

 

２．調査事項（視察先） 

（１）食育のまちづくりへの取り組みについて （高知県 南国市） 

 

（２）移住交流支援センターの運営について 

ワーク・イン・レジデンスについて 

（徳島県 神山町）（ＮＰＯ法人グリーンバレー） 

 

（３）交流定住促進事業について      （香川県 観音寺市） 

 

（４）こうちこどもファンドについて     （高知県 高知市） 

 

 

３．視察参加委員 

     委 員 長  清 水  將 弘 

     副委員長  山之内    寬 

     委  員  今 井  康 喜 

     委  員  武 井  富美男 

     委  員  鮎 澤  美 知 
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【視察地報告】 

１．調査事項 

食育のまちづくりへの取り組みについて（高知県 南国市） 

     人口：約４８,５００人  面積：約１２５ｋ㎡ 

  （視察事項） 

  南国市では学校給食は文化として考え、南国市の風土に即した形で、

これまでの与えられるだけの給食から自分たちが創り上げる給食への 

転換を図り、食の自立を行なっている。 

知育、徳育、体育の中心に食育を据えて、賢く食べる、心で食べる、

体で食べるという目標を持ち、クラスごとに家庭用の電気炊飯器で炊飯

するなどの取り組みをしている。 

 

２．視察日時  平成２５年１０月７日（月）１４：００～１６：３０ 

 

３．参加者所感 

○陶器窯元にて自分で絵付けしたマイ茶碗を６年間使用する取り組みや、  

クラスごとの電気炊飯器での炊飯は魅力的である。反面、岡谷市で実施した

場合、炊飯委託業者との関係が気掛かりである。 

○漁協など食育推進協力団体の活動があり、全市挙げて食育推進計画の目標 

達成に協力していることは注目に値する。岡谷市でも食育推進計画が策定 

されているが、南国市では、食育に関する関係部課等の事業が示されており、

食育の観点から体系立った施策を講じてみることが必要ではないか。 

○子どもたちの食に関する体験が幅広く、岡谷市よりも本格的できめ細かに 

取り組まれている。岡谷市の子どもには暖かいご飯が配給されているか心配

になる。 

〇食育に関して取り組みが早く、地域との関わりを大切にして、食の大切さを

きめ細かく教育に活かしていると感じた。 

○温暖な気候、広大な耕地に恵まれた良好な環境という地域の強みを活かした

事業への取り組みは素晴らしいと感じた。岡谷市でも大いに参考、お手本と

して取り入れるべきではないか。 
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【視察地報告】 

１．調査事項 

移住交流支援センターの運営について 

ワーク・イン・レジデンスについて 

（徳島県 神山町）（ＮＰＯ法人グリーンバレー） 

（視察事項） 

仕事がない、雇用がないから移住者を迎え入れられない、それなら  

仕事を持った人に移住して来てもらえばこの問題は解決するという  

考えで、まちの将来にとって必要と考えられる働き手や起業家を   

ピンポイントで逆指名する「ワーク・イン・レジデンス」という     

プログラムにより創造的過疎を目指す取り組みを進めている。 

 

２．視察日時  平成２５年１０月８日（火）１３：１５～１６：００ 

 

３．参加者所感 

○国際感覚の備わったカリスマ的な理事長のもと、各種事業に取り組み、成果

が上がっている印象である。できない理由よりできる方法を、とにかく   

始めろ、との精神は学ぶべきものがある。岡谷市においても抱える諸問題に

Just Do it（とにかく始めよう）で臨んでほしい。 

〇岡谷市の空き家対策などには参考になるのではないか。 

○企業誘致、人口増加などの地域振興を行政でなくＮＰＯ法人が旗を振り成果

を上げていることには敬意を表する。岡谷市においてもＮＰＯ法人、商工  

会議所などに役割を担ってもらうことも一案ではないか。 

○岡谷市においても、国際化への対応、人と人のつながり、大学関係者との  

つながり、芸術文化の大切さ、マスコミの利用、情報発信など地域振興に  

欠かせない要素を再点検する必要がある。 

○固定資産税の納付書に空き家に関するお願いを同封することは活かせる  

のではないか。人口がプラスに変わったという小さな町の軌跡に感動した。  

理事長の郷土に対する愛着心の深さゆえできたことと思う。私たちも   

「すきな岡谷市」に「手（て）」を加えて、「すてきな岡谷市」にしたいと    

思う。 
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【視察地報告】 

１．調査事項 

交流定住促進事業について（香川県 観音寺市） 

     人口：約６２,７００人  面積：約１１８ｋ㎡ 

  （視察事項） 

観音寺市の課題として人口減少と高齢化、核家族化があり将来人口 

６万人以上の確保を目標に、平成２１年度に観音寺市交流定住促進計画

を策定し、合併特例債を利用しての公共施設等の再配置による市街地の

再構築などを展開している。 

また、交流移住促進施策として「空き家バンク制度」、「定住促進住宅

取得等助成金制度」、「住宅あっせん等助成金」などを実施している。 

 

２．視察日時  平成２５年１０月９日（水）９：３０～１１：１５ 

 

３．参加者所感 

○数々の取り組みを行なっているが、決定打がないことが現状とのこと。どの

自治体も状況は同じである。 

○宅地建物取引協会に空家バンクの仲介を委託しており、岡谷市でも検討  

すべきと考える。岡谷市においても空家バンクを取り入れるときは、公益  

法人などに委託することも選択肢の一つではないか。 

○交流定住促進計画を策定し、課題を絞ってしっかりと事業を推進されている。 

〇お金をばらまく時代ではない。人口問題に対しても子育て住環境（学校整備）

を大切な課題として捉え、行政が前に出るのではなく、行政は民間で行う  

ことの支援、ネットワーク作りの手伝いをしていくことが大事との考えは 

同感である。 

〇市出身で各分野において活躍されている方に市のＰＲをしていただく  

「観音寺ふるさと応援大使」、市出身や居住経験のある市外在住者に観光写真

入りの名刺や観光パンフレトを配布していただく「がんばれ観音寺応援隊」

の施策は岡谷市においても取り組むべきでないか。 
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【視察地報告】 

１．調査事項 

こうちこどもファンドについて（高知県 高知市） 

     人口：約３３８,４００人  面積：約３０９ｋ㎡ 

（視察事項） 

「こうちこどもファンド」（１８歳以下の子どもたちが、自分たちの 

アイディアで自分たちの住む「まち」をもっと魅力的にする活動を、  

上限２０万円で３年間まで助成金を交付し支援するもの）により、   

新たな発想によるまちづくり活動の提案や助成を受けた子どもたちが、

大人になっても地域社会に目を向けてもらうことにも期待している。 

 

２．視察日時  平成２５年１０月１０日（木）９：００～１０：３０ 

 

３．参加者所感 

○少子高齢化が進む中、子どもたちの目線から生まれたアイディアによる各種

の事業が、まちを若返らせ、活気を取り戻す良い機会になるのではないか。 

〇全てが子ども主体の事業であり、子どもの市民性の醸成など高邁な目的を 

持った事業である。 

○岡谷市でも即実践してみたらどうか、子どもの目線に立ったまちづくりを 

実施することも大切である。 

○全国に先駆けたすばらしい施策と思う。子どもの市民性の向上となり、   

うらやましい施策である。 

〇土佐の「異骨相」魂を受け継いだ施策であると思う。「未来ある子どもたち  

への投資」、岡谷市でも是非取り組んでほしい。 

 


